
小児・AYA世代のがん（１）

全悪性腫瘍
の頻度は
小児 0.2%
AYA 2％

発生頻度は
高くないが
主たる死因
である！

年齢と伴に
女性の頻度
があがり，
婦人科関連
腫瘍が多く
なる！
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小児・AYA世代のがん（２）

脳腫瘍・

希少がん・
先天性疾患
に伴うも
の，発見困
難で増殖が
速い進行が
ん（神経芽
腫等）は未
だ課題！
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白血病に対する中央診断は、2019年度から成育衛生検査
センター検体受託という形で運用している。

固形腫瘍や悪性リ
ンパ腫に対する中
央病理診断には、
保険診療としての
裏付けがなく、小
児がん中央機関の
業務の一つとして
運用されている

小児がんは正確な診断が重要である
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小児がん中央診断システムの基盤は脆弱



小児がん拠点病院の取り組み
Pediatric tumor boardから始まった九州大学病院
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九州大学病院における小児がん患者の居住地 2019年

福岡県 70％

九州・沖縄 24% 

中四国,関東,東北4%

国外 2%

造血細胞移植及びCAR-T細胞療法の例数の推移
2021年12月

■ 自家移植
■ 同種移植
■ CAR-T細胞療法

急性リンパ性白血病
CAR-T細胞療法
提供施設
● 成人のみ
● 成人と小児

びまん性大細胞リンパ腫

福岡県

九州大学病院でCAR-T細胞療法
をうけた小児がん患者の居住地

2022年7月

血液内科・
輸血部ほかとの
病院内連携が
極めて重要！

九州・沖縄ブロック 小児造血細胞移植 移植施設（種類別）
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小児がん拠点病院の広域連携：九州大学病院



放射線治療：兵庫こども病院と西日本の連携

• 兵庫県立こども病院と隣接

• 入院患者はこども病院で管理

• 化学療法との併用／要鎮静症例に対応可能

• 全ての小児がんに対応可能、全国の患者を受け入れ

• 神戸陽子線センターと共通の支持療法マニュアルを整備

• 2019年より全脳全脊髄照射に対応開始

• 骨盤腔内腫瘍等には積極的にスペーサーを導入

神戸陽子線センター 2017年12月開設

紹介地域
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地域別陽子線治療患者数

（2018-2022）

県内 近畿 中国 四国

九州 中部 関東

九州地区小児がん施設における陽子線治療の現状
• 2022年8月現在までに18名を兵庫こども病院に依頼（右図）

• 九州内における陽子線治療施設は指宿*のみ
*メディポリス国際陽子線治療センター

療養型施設であり、基本的に受け入れは成人がんに限られている

鹿児島大学小児科においても兵庫こども病院に紹介しているのが現状

小児がんの治療成績向上とともに、放射線治療に伴う成長、

知能、内分泌機能への影響や、二次がんなどの放射線治療に

伴う晩期合併症が問題となっている。

陽子線治療は2016年4月から20歳未満の小児がんに対して

保険適応となり、有害事象軽減が期待される。
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